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フラーレンを内包したカーボンナノチューブは、フラーレンピーポッドと呼ばれ、応用・

基礎物理学的観点から注目されている。特に、C60ピーポッドの電子状態は、理論および実験

の両面から研究されており、C60のπ状態とナノチューブの NFE 状態が混成することで、C60

の LUMO状態の一部がフェルミ準位（EF）近傍に現れることが理論的に予想されている。そ

こで、我々は単層カーボンナノチューブ（SWNT）と、C60ピーポッド（C60PPD）の高分解能

光電子分光を、KEK-PFと HiSORで行った。図１は価電子帯全体の光電子スペクトルである。

内包された C60スペクトルは、C60PPDのスペクトルから空の SWNTのスペクトルを差し引く

ことで求めた。得られたスペクトルの構造は、固体の C60のスペクトルのそれと大変よく似て

おり、理論予想とは異なって LUMO状態の一部を EF近傍で観測できなかった。図２は、hν =8.9 

eV（∆E= 3.8meV）の放射光を用いて 6 Kの試料温度で測定された光電子スペクトルである。

図に示した様に、C60を内包することによっても、van Hove特異点による３つのピーク位置に

変化は見られなかった。また、EF近傍のスペクトル形状に変化は見られず、C60PPDの電子状

態も SWNTのものと同様にべき依存を示していた。Kドープをした場合では、SWNTの電子

状態が朝永－ラッティンジャー流体(TLL)からフェルミ流体へと転移することが報告されて

いるが、C60PPDにおいては TLL状態に変化は見られなかった。 
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図１ 価電子帯の光電子スペクトル   図２ EF近傍の高分解能光電子スペクトル 


